
第163回 理学部・研究科セミナー
「健康な⽪膚と病的な⽪膚における
炎症反応の時空間的制御戦略」

講師：須藤 ⿇希（すどう まき）先⽣
所属：⼤阪⼤学⼤学院理学研究科⽣物科学専攻、D3
⽇時：2023年3⽉15⽇（⽔）17:00-18:00
場所：名古屋市⽴⼤学滝⼦キャンパス

1号館202号室
（zoomでも視聴可。アドレスは案内メールに記述します。）

要旨：⽪膚炎は炎症促進因⼦と炎症抑制因⼦の間の相互作⽤によっ
て⽣ずる。促進と抑制のバランスが正常に保たれた健康な⽪膚では、
紅斑が現れた後に消失する。⼀⽅でバランスが乱れた病的な⽪膚で
は円状や輪状、螺旋状の紅斑が現れ、拡⼤する。本研究では、これ
らの紅斑パターンを⽣み出す炎症の時空間制御機構の解明を⽬的と
した。拡⼤パターンは因⼦間の相互作⽤と拡散から⽣ずるという仮
説を⽴て、数理モデルを⽤いて消失パターンと5つの拡⼤パターン
（円弧、多環、螺旋、輪、円）を再現した。このモデルを⽤いて、
紅斑パターンから有効な治療戦略を予測し、疾患の重症度や疾患リ
スクを推定できる。
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